
イ
ベ
ン
ト
内
容

祭
り
の
主
人
公 

火
巫
女
と
ム
リ
テ

　

第
43
回
和
水
町
古
墳
祭
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
つ
と
め
る
火
巫
女

役
に
山
下
毬
絵（
や
ま
し
た
ま
り
え
）さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。山
下
さ
ん
は
、和
水
町
上
十
町
に
在
住
。熊
本
市
内
の

大
学
に
通
学
さ
れ
て
い
ま
す
。古
墳
祭
を
通
し
て
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
山
下
さ
ん
。こ
れ
か
ら
、祭
り
の
宣
伝
部
長

と
し
て
和
水
町
古
墳
祭
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
江
田
船
山
古
墳
」の
主
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て

い
る
地
方
豪
族「
ム
リ
テ
」役
に
、な
ご
み
芸
能
団
で
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
経
営
主
の
木
部
礼
一（
き
べ
れ
い
い
ち
）さ
ん
。「
町

の
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。」と
い
う
木
部
さ
ん
。ム

リ
テ
役
２
年
目
と
い
う
こ
と
で
昨
年
か
ら
成
長
し
た
姿
に

期
待
で
す
。

　

火
巫
女
は
火
祭
り
の
象
徴
と
し
て
、古
墳
時
代
に
も
存

在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
女
性
呪
術
師
と
し
て
江
田
船
山
の

君「
ム
リ
テ
」を
蘇
ら
せ
る
重
要
な
ヒ
ロ
イ
ン
で
す
。

国
宝 

銀
象
嵌
銘
大
刀
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

国
指
定
史
跡
江
田
船
山
古
墳

か
ら
出
土
し
た

国
宝「
銀
象
嵌
銘
大
刀
」

　

大
刀
の
棟（
背
）の
部
分

に
75
の
文
字
が
、刀
身
に
は

馬・鳥・魚
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

が
銀
で
象
嵌
さ
れ
て
い
ま

す
。文
字
は
日
本
で
最
も

古
い
日
本
語
と
さ
れ
、ま
た

記
録
的
文
章
と
な
っ
て
い

て
、今
か
ら
1
5
0
0
年
前

の
も
の
で
す
。ち
な
み
に
埼

玉
県
行
田
市（
ぎ
ょ
う
だ

し
）に
あ
る
埼
玉
稲
荷
山

古
墳（
さ
き
た
ま
い
な
り
や

ま
こ
ふ
ん
）出
土
の
金
象
嵌

銘
鉄
剣（
き
ん
ぞ
う
が
ん
め

い
て
っ
け
ん
）と
並
ん
で
有

名
で
す
。

　

日
本
最
古
級
の
も
の
と

さ
れ
、日
本
の
古
代
史
上
で

貴
重
な
も
の
で
す

　
前
夜
祭
で
は
、き
く
す
い
音
頭

を
始
め
、三
加
和
音
頭
、八
つ
の

神
様
音
頭
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
飛
び
入
り
参
加

可
能
な
踊
り
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

参
加
者
・ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

　
今
回
の
古
墳
祭
は
、和
水
町

民
の
力
が
結
集
し
た
も
の
で

す
。出
演
者
は
約
1
，0
0
0
人

と
な
り
、祭
り
に
参
加
し
た
人

す
べ
て
が
主
役
で
す
。

　
古
墳
祭
が
皆
さ
ん
か
ら
親
し

ま
れ
、和
水
町
の
誇
り
と
な
る

よ
う一緒
に
盛
り
上
げ
、楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　
松
明
行
列
、時
間（
と
き
）の

と
も
し
び
な
ど
で
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
人
は
、左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

古
墳
祭
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
１
日・２
日 

　
　

  

⬅ 

８
月
第
１
土・日
の
３
日・４
日
へ

変
更
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
変
更
に
な
っ
た
の
？

週
末
に
開
催
す
る
こ
と
で
参
加
も
し
や
す
く
な
り
、ゆ
っ
く

り
と
見
て
、食
べ
て
踊
っ
て
、祭
り
を
楽
し
む
た
め
に
変
更
い

た
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

友
人
、ご
家
族
、恋
人
な
ど
を
誘
って
み
て
は
？

【
８
月
３
日
】　
「
前
夜
祭
」

■
時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
15
分
頃

■
内
容　
町
内
の
各
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
踊
り
を
中

心
と
し
、参
加
者
全
員
が
楽
し
め
る
内
容
で
す
! !

終
了
後
、お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
８
月
４
日
】　
「
炎
の
宴
」

■
時
間　
午
後
５
時
45
分
〜
午
後
８
時
30
分
頃

■
内
容　
古
代
衣
装
を
身
に
ま
と
い
総
勢
8
0
0
人
に
よ

る
松
明
行
列
が
壮
大
に
行
わ
れ
ま
す
。松
明
片

手
に
歩
く
姿
は
見
る
者
を
魅
了
す
る
こ
と
間
違

い
な
し
! !

■
花
火
大
会　
午
後
８
時
30
分
頃
〜

打
ち
上
げ
発
数　

約
2
，0
0
0
発

※

荒
天
の
場
合　
８
月
５
日（
月
）　
午
後
８
時
頃
〜

【
８
月
３
日・４
日 

両
日
】　
「
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」

■
と
こ
ろ　
商
工
会
青
年
部
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ス
テ
ー
ジ

大刀に刻まれた75文字

（解説）
　ワカタケル大王（雄略天皇）の時代にムリテが典曹という文書を司る役所に仕えていた。八月に大鉄釜で丹念に作られた立派
な大刀である。この刀を持つ者は、長寿であって、子孫まで栄えて治めることがうまくいく。大刀を作ったのは伊太和で、銘文を書
いたのが張安である。つまり健康長寿、子孫繁栄の願いです。

（文章）

治 天 下 獲 加 多 支 鹵 大 王 世 、奉 事 典 曹 人 名 无 利 弖 、八 月 中 、用 大 鉄 釜 、并 四 尺 廷 刀 、
八 十 練 、九 十 振 、三 寸 上 好 刊 刀 、服 此 刀 者 、長 寿 、子 孫 洋々、得 □ 恩 也 、不 失 其 所 統 、
作 刀 者 名 伊 太 和 、書 者 張 安 也

大刀銘文の一部

問
い
合
わ
せ
先

古
墳
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
本
庁
経
済
課
内
）

☎
0
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7
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5

ぎ
ん　

ぞ
う　

 

が
ん   

め
い      

た       

ち

ひ　

  

み　

     

こ

（左）和水町長（中央）山下さん（右）木部さん

可
能
な
踊
り
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

参
加
者
・ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

参
加
者
・ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

　
今
回
の
古
墳
祭
は
、和
水
町

民
の
力
が
結
集
し
た
も
の
で

す
。出
演
者
は
約

人

参
加
者
・ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！
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イ
ベ
ン
ト
内
容

イ
ベ
ン
ト
内
容

【
８
月
３
日
】

【
８
月
３
日
】

■
時
間

江
田
船
山
古
墳
公
園一帯

Event

とき

ところ

８
月
３
日（
土
）、４
日（
日
）

盆
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？


